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1. はじめに 

 地震や風水害といった災害の多発する日本において

は，災害から身を守るための知識を身に付ける必要が

あり，そのための様々なツールが考案されている．達

成度を図るために検定方式を取り入れていることもあ

る 1)．社員教育ツールとして活用できるような検定があ

れば，企業防災力向上のための有効な手段になると考

えられる． 

 そこで，あいぼう会（地震に強いものづくり地域の

会）で管理する企業防災力検定について，改良が必要

な点の分析を行い，システムの再構築を行う． 

2. あいぼう会版「企業防災力検定システム」概要 

 あいぼう会とは，東海地方の企業を中心に，企業防

災力の向上を目的として情報交換などの活動を行う会

である． 

 企業防災力検定システムは，過去に開催されたあい

ぼう会のワークショップを通じて構築された，災害に

関連する総数 547の設問からなるデータベースである． 

2012 年度版では，各設問に所在地・問題分野・時間・

難易度の 4 種類のタグが付けられており，これを組み

合わせて設問を検索することが出来た．また，フリー

ワード検索も可能であった． 

 検索した設問のうち，任意の設問にチェックを入れ

て作成ボタンを押すことで，Excel ファイルのダウンロ

ードが実行される．このファイルは，問題シートと解

答シートの 2 枚が含まれており，チェックされた設問

が出力されるようになっていた． 

このシステムは，静的な表示を html，動的なコンテ

ンツを PHP と jQuery，データベースに MySQL を用い

ており，サーバー上で機能する． 

3. システムの改良点の分析 

 あいぼう会のワークショップで議論を行い，システ

ムの問題点の洗い出しを行った．検索画面の改良が優

先事項として挙げられ，分類用のタグに災害やキーワ

ードを加えたプロトタイプを作成した．これを実際に

利用してもらい，ヒアリング調査を行うことで，更な

る意見の収集に努めた． 

 こうして得られた防災力検定改良のための意見のう

ち，特に重要と考えられるものを図 1 に特性要因図と

してまとめた． 

設問の作成・更新が主題のひとつとして挙げられ，

設問が地震に偏りすぎていることから，土砂災害等の

問題数の少ないジャンルを補う必要があると指摘され

た．同時に，東日本大震災のような大きな災害によっ

て防災の考え方や意識に変化が見られることから，そ

れ以前に作成した設問が現状に沿ったものであるか精

査する必要があるとされた．これらの実施方法につい

ても議論され，ワークショップの活用やユーザーが設

問を追加できるシステムの作成といった意見があった． 

システムの拡張として，企業の防災の取り組みをま

とめた事例集との連動が提案された。解説が不十分な

設問が多いことが指摘されており，実際の企業防災取

り組み事例をリンクさせることで解説の充実につなが

ると考えられた．旧システムには難易度の設定があっ

たが，主観的なものであったことから，改良システム

では省くことにした． 

 

図 1 防災力検定改良に向けた特性要因図 

4. 改良システムの概要 

(1) 問題検索画面 

図 2 に問題検索画面を示す．キーワードは，3 区分し

た時系列に沿って次のように設定されている． 

キーワード：企業防災， 防災力検定， 地震防災 
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発災前：知識，施設，設備，備蓄，計画 

発災時：警報，避難，緊急対応 

発災後：安否確認，救助，生活，帰宅，復旧活動， 

復興支援 

また，選択中の問題件数が表示されるようになって

おり，設問を絞り込む際の参考となる． 

 

図 2 問題検索画面 

(2) 問題作成画面 

図 3 に問題作成画面を示す．選択されたキーワード

に該当する設問を含む表が作成される．全ての設問が

一括表示されていた以前のバージョンと比較して，目

当ての設問を容易に探すことが可能になったといえる． 

表の中は，左から順にチェックボックス，問題文と

選択肢，解答となっている．最上段のチェックボック

スをクリックすることで，表内の全てのチェックボッ

クスを一括チェックできる． 

問題作成画面の最下部に作成ボタンが設置されてお

り，これをクリックすることで，チェックした設問が

Excel ファイルに出力されてダウンロードできる．

 

図 3 問題作成画面の表示例 

(3) Excel による出力画面 

ダウンロードされる Excel ファイルは，図 4 で示す問

題シートと図 5 で示す解答シートの 2 枚のシートから

構成されている． 

問題シートの設問は，5 行のセルから構成されており，

上から問題番号，問題文，選択肢 1，2，3 の順となっ

ている．問題文に画像を含む場合は，問題文の右側の

セルに挿入されている．画像を含まない場合には，画

像挿入用のセルは問題文のセルと結合されている． 

解答シートは，表として出力される．表の内容は左

のセルから順に，問題番号，解答，解説，出典の順と

なっている．防災担当者は，適宣プリントアウトして，

社員に提供できる． 

 

図 4 問題シートの表示例 

 

図 5 解答シートの表示例 

5． 結論と今後の課題 

本研究では， あいぼう会での議論及びヒアリング調

査を通じて，企業防災力検定を発展させるために必要

な事項を明確にした．さまざまな業種の防災担当者が

利用することを目的としているため，意図する設問を

検索するためのインデックスが重要となる．このため，

災害・場所・経営資源・キーワードをクロスして検索

することが可能なシステムを構築した． 

今後は，幅広いジャンルの設問の追加を行うと同時

に，設問を定期的に精査し，必要に応じて更新する必

要がある．また，ユーザーを得てフィードバックを行

うことで，利用者のニーズに即した企業防災力検定へ

と発展させていきたいと考えている． 
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